
 



 

江東区の地盤秘話
中山　俊雄(元東京都素朴技術研究所)

江東区は、東京で最も新しい地盤に立地している。江東区南部の戦前・戦後を通し造成された埋立地は言うに及ばす、約400年前の家康の入府頃の江東区（の場所）は、南は小名木川までであった。その南には広い海原が広がっていた。さらに平清盛が京で活躍していた約850年前頃、江東区は全域海の底にあった。
江東区はまた軟弱地盤地帯ともいわれている。軟弱地盤とは、地盤を構成する地層の強度が小さく中高層のビルのような重量構造物が載ると、破壊されてしまうような地盤のことである。このため江東区の中高層ビルは地下に打ち込まれた杭により支えらえている。
軟弱な地層はどのようなもので、江東区では支持杭の長さはどれだけ必要なのだろうか？それには下図の地質断面図が参考にある。この図は中央区日本橋から江東区南砂町に至る永代通り沿いの東西地質断面図（東京都土木技術支援・人材育成センター提供）である。横軸は深度（ｍ）、図中の縦棒は地質調査ボーリング柱状図である。これら地質柱状図をもとに地層区分が行われている（有楽町層上部などなど）。江東区の地下を代表する図である。
近年、これらの地層の形成された時期や堆積環境が徐々に明らかにされてきた。埋没段丘礫層(主に砂利層からなる)の形成は今から4～2万年前、同様に基底礫層(主に砂利層)は約2万年前（？）、七号地層（主に砂と泥からなり、その名は七号埋立地(辰巳町)から命名）の上部境界付近の年代は約1万年前、有楽町層下部(主に泥層)と有楽町層上部(主に砂層)の境界付近のそれは約2000～3000年前と推測されている。また、埋没段丘礫層や基底礫層はほとんど砂利からなり、これらは上流から川により運ばれてきた河原石であると推定され、七号地層の泥層からは汽水域の珪藻が多く含まれ、有楽町層下部の泥層では塩水域の珪藻が多くなり、さらに有楽町層上部からは再び汽水から淡水域の珪藻が増えるなどの堆積環境が明らかにされている。
さて、これらのことを踏まえ、再びこの地質断面図を見ると江東区地盤の秘話が読めてくる。
江東区（の場所）は、今から4～2万年前には陸地だったのである。この時の地球環境は今より寒く、氷河期であった。ヨーロッパ北部や北米大陸では厚い大陸氷河が発達し、その氷床分だけ海水面は低下していたのである。海水面の低下量は100ｍ以上に及ぶといわれている。大陸棚のかなりの部分が地上に顔を出していたのである。このとき、江東区一帯は山の手台地と高さ40ｍの崖で接する広い河床平原であった。
2万年前頃になると、この広い平原をさらに下方浸食する深い河谷が形成された。この深い河谷の崖は、断面図では木場と東陽町間にあり、高さ40ｍ，谷幅4ｋｍ（左岸は江宮内）にわたる大渓谷、江東グランドキャニオン(仮称)である。この谷にはナウマン象が闊歩し旧石器人が追いかけていたかも知れない。1.8万年前になると地球温暖化が始まる。江東グランドキャニオンにも徐々に南から海水が入り込み始めるようになる。1万年前頃には、この谷は完全に入り江となる。縄文人が漁を求めて江東区の西に住み着き始めたかもしれない。しかし、この海面上昇はますます進行し6000年前頃にそのピークに達した。このとき、埼玉・栃木県境付近まで広がる大東京湾が形成された。江東区は完全に水没し、上流から運ばれてきた泥砂を厚く堆積する場となっていた。この泥・砂が軟弱層である。その後、気候は冷涼化し海水面も徐々に低下しはじめ、大東京湾も上流(北から)徐々に三角州が発達し海は徐々に埋められていくようになる。2000年前頃になると、新しく干上がった土地に弥生人が漁を水田を求め移り住み始めるようになり、時代は歴史時代へと引き継がれていく。
江東区には縄文文化や弥生文化が開花したことはないが、旧石器人やナウマン象が住み着いていた可能性は秘められているのである。


